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済において商業資本は，消費

たしているのであり，そこに

（ ）

の関係についてである。商業

である。自由競争の段階にお

握のみでは現代経済における

たされていることの内実が捉

の領域における情報収集や情
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である。自由競争段階におい
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確立によって，貨幣資本の蓄

。現実資本と貨幣資本の運動

すれば，擬制資本という貨幣

ということである。第四の問

的運動において現代経済の

て商業資本や貨幣資本の運

置かれていたのである。然

積は，現実資本の蓄積とは

が全く乖離する傾向こそが

資本の運動のみでは現代経

題点は，資本が制御機構（ホ

動態が捉えられることにな

動は，現実資本の自立的運

るに，独占資本の形成，管

無関係に展開するに至って

資本制経済の発展の一つの

済をとらえるには重大な限

メオスタシス）とフレキシ
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こには，フレ

として問題に

いえ，資本の

ものといえよ

ているという
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証法的関係において捉えられ

的発展として，制御機構がそ

キシビリティについての濫用

されてきたのであり，機械等

生命力の強靱さを主張するこ

う。恐慌は諸矛盾の爆発であ

ことであり，この二つの側面

。

ることについてである。そ

の限界をなすものとして捉

があるといえよう。フレキ

の固定的性格に対応するこ

とによって，恐慌のホメオ

ると同時に社会の恒常性を

において恐慌が捉えられね

こではフレキシビリティが

えられているのである。そ

シビリティとは従来柔軟性

とであったのである。とは

スタシス機能を明確にした

維持するものとして機能し

ばならないことが明確にさ
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占段階の諸法

ことが，そこ

何かというこ

であるが，そ
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論的研究」

題点は，四点について指摘

則との相互作用」の中で「生

での課題であるとされること

とである。これは「新たな現

の具体的内容が全く示されて

点は，金融資本の規定が不

される。第一の問題点は，［自

きている矛盾」がどのよう

についてである。問題は，

象を解明する方法論」とし

いないのである。

明確であることである。金融

由競争段階の諸法則と独

に発展するのかを分析する

両法則の相互作用とは一体

て絶えず繰り返される主張

資本とは，「独占的産業資

本と独占的銀

自の運動形態

一つの特徴で

る。金融資本

第三の問題

生するもの

占利潤が創出

行資本との融合・癒着によっ

を獲得する」ものであるとさ

ある貨幣資本の現実資本から

の運動が擬制資本の運動に一

点は，独占利潤の源泉につい

として規定され，「収奪利潤」

されるわけではないというこ

て，産業資本や銀行資本一

れる。このような金融資本

の乖離の傾向が如何に捉え

元化されてしまっているの

てである。本論文では，独

として規定されているのであ

とである。それは独占資本

般の運動に解消されない独

の規定から，現代の恐慌の

られるのかが問題なのであ

である。

占利潤は，流通過程から発

る。生産過程において独

の取得する利潤が全て独占

利潤であると

って収奪され

は，利潤は，

第四の問題

の段階に区分

の世界大戦，

いうことに他ならないのであ

ることによって独占利潤と名

独占利潤であると帰結するこ

点は，金融資本の運動法則を

されるとすることについてで

スタグフレーション， バ
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る。生産過程で創出された

を変えるということである

とに過ぎないものといえよ

その資本蓄積様式の発展と

ある。夫々の蓄積様式の限

ブルの崩壊であるというこ

産業利潤が，独占資本によ

。それは独占段階において

う。

いう見地から見た時，三つ

界が， 年恐慌と二つ

とである。これらは，蓄積



様式の限界とそ

本位制度のもと

を形成するかが
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の新たな創出の論理において

での金融資本の資本蓄積運動

問題とされねばならないので
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捉えられることが問題なので

が如何なるメカニズムを通し

ある。 の場合は，戦時国家

ある。 の場合は，金

て過剰生産・過剰資本

独占資本主義を平時に

適用したことに

の資本蓄積とし

済の現実的動態

（３）「現状分

ここでの問題

恐慌が発現する

独自の特殊性の

関わる問題である。 の場

て捉えられるのかということ

，実体経済において進行する

析的研究」

は，二点ある。第一は，現状

ための一般法則（資本主義の

研究と特殊性と一般性との相

合は，「擬制資本価格の運動」

である。そのような形式的把

諸様態を捉えることが出来な

分析に際して，各国の恐慌現

独占段階における恐慌の一般法則

互作用の研究が必要とされる

が低成長期の金融資本

握においては，現代経

いものといえよう。

象の解明のためには，

）に解消されない各国

ことに関わる問題であ

る。第二は，「

第一について

じるようになっ

生まれた新しい

格の急上昇・急

たな運動形態を

の法則との絶え

こにおいても，

年代不況」が「典型的な過

。現代資本主義（ 年代後半

たが，本論文では，それは現

法則的現象であると捉える

暴落」は，「新しい法則的現

描くようになったことは確か

ざる相互作用の中にある―の

貨幣資本の独自的運動，貨幣

剰生産恐慌」であるとされる

以降）において，擬制資木価格

代資本主義を構成する諸階層

のである。そこで先ず問題に

象」と言えるのかということ

であるが，それが同時に金融

発展において捉えられるのか

資本の現実資本からの乖離の

ことについてである。

の急上昇・急暴落が生

間の相互作用の中から

なるのは，「擬制資本価

である。擬制資本が新

資本の運動法則一下位

という問題である。こ

傾向と金融資本の運動

法則の発展との

自の特殊性を生

の前提として持

的・地理的条件

本蓄積の諸条件

各国資本主義と

析の課題である

関連が不明確であるという問

ぜしめるものとして，次の四

たざるを得ない外的所与，

。 各国資本主義の発生史・

。 国家及び国家の経済政策

外的所与との相互作用におい

ということを意味している

題が生じているのである。本

点が示されている。 資本主

即ち，その経済法則に解消す

発達史の中で歴史的に形成さ

との相互作用。 国家間の相

て形成される資本主義発展の

ものといえよう。しかし，現

論文において，各国独

義・独占資本主義がそ

ることの出来ない自然

れた経済的諸条件・資

互作用。このことは，

「型」の考察が現状分

代経済の動態は，「型」

の析出において

第二について

過剰な貨幣資本

運動を認めるこ

いる。それは過

ものではないの

が日本の場合，

捉えるには余りにも複雑であ

。 年初頭のバブルの崩壊，

の金融の自己陶酔による高騰

とは困難であるといえよう。

剰生産の故に，信用が過熱し

である。次に，第一の問題と

対米従属に一元化されてしま

り過ぎるのである。

株価の暴落，土地価格の暴落

の故に生じたものであり，そ

確かに 年代に入って過剰生

，その信用恐慌から全般的過

関わることであるが，「各国

うことには問題があるものと

は，それ以前における

こに何等かの法則的な

産の局面が惹起されて

剰生産が生じたという

独自の特殊性の研究」

いえよう。更に，現代

社会を情報化に

形成されつつあ

の論定それ自体

以上において

で強調しておき

の理論的展開，

おいて捉えるならば，生産と

ることが指摘されねばならな

の変容を迫るものである。

，大きく三つの論点について

たいのは，全体として内容的

その実証的裏づけというよう

（ ）

消費の間に情報の媒介による

い。それは従来の「生産と消

問題点と評価されるべき点を

に一貫性があり，恐慌論の方

に，研究の一つの纏まった体

一定の有機的連関性が

費の矛盾」による恐慌

指摘してきたが，ここ

法から始まって，独自

系をなすに十分な量的



豊富さも備え

（ ） 試験又

学位申請者

るものとなっているという点

は学力確認の結果の要旨

に対して，公開討論の形式で

博士学位論文要旨

である。

恐慌の基礎理論，段階論，現状分析の方法などについ

ての口頭試問

た。尚，副論

られるので，

本審査委員

礎理論から現

ることが出

するに相応し

を行った。そこでは現代の恐

文として，英文のペーパーが

外国語の試験については，こ

会は，本論文が，審査の要旨

状分析に至るまで一貫して展

来ること，更に，口頭試問の

いものと判定した。

慌を分析するに際しての充

提出されている。そこには

れを免除することにした。

に示されるような各種の問

開しようと試みたというこ

結果をも踏まえて本論文が博

分な学力があると認められ

相当の語学力があると認め

題点を内包しながらも，基

とにおいて高い評価を与え

士（経済学）の学位を授与

（ ）


